平成11年度・東海北陸地区国立学校等技術専門職員研修（物理・化学コース）静岡大学・岡崎国立共同研究機構　参加報告 by 印牧, 知廣
平成 11 年度・東海北陸地区国立学校等技術専門職員研修(物理・化学コース)
静岡大学・岡崎国立共同研究機構参加報告
第一技術室機器開発・試作班技術班印牧知贋
平成 11 年度から技術専門職員を対象とした研修が開催され受講した。
平成 11 年 8 月 31 日から 4 日間の日程で静岡大学と岡崎国立共同研究機構を会場にして，生物・生
命科学と物理・化学の 2 コースが設定され， 1 日目は静岡大学で両コース合同の講義を受け， 2 日
目からそれぞれのコースに分かれての研修で，私の受講した物理・化学コースは，受講者 22 名，
愛知，岐車，三重，福井，石川，富山各県の国立学校および高専から参加しており，男性 19 名，
女性3 名でした。
初日は，合同の講義で「大学行政上の諸問題J ， r人事行政上の諸問題J ， r人事実務上の問題j
等，私どもの日常の仕事ではほとんど触れることがないような講義が続きました。すべての合同講
義終了後，大学会館で講師の先生方も合わせて総勢50 名以上の参加で懇親会がもたれ親睦を深め
た。
翌日からは岡崎国立共同研究機構を会場にして物理・化学コースの研修です。研修は講義・実習・
見学で構成され，印象に残った講義の一こまで先輩の講話として「教育研究支援体制の役割」とい
うタイトルで分子科学研究所の技術課長酒井氏の講演があり研究所の技官の活躍ぶりを紹介され
ていた。実験・実習では，私が一番興味を持ったところで， r液化ヘリウムを用いた低温物性実験J
内容は，①寒剤製造設備の見学と自動供給装置による液体ヘリウム汲み出しの実習 ②SQUID を
用いた磁化測定装置のよる超伝導体のマイスナー効果の測定 ③超伝導磁石を用いた冷凍機シス
テムの使用とホール素子による磁場の実測が，教官と技官の指導により行われた。
見学会では，ユニチカ環境技術センターを訪れ技術者による OHP を用いて講義と現場にて詳しい
案内と説明を聞いた。
4 日間を通して，有意義で多くの知見を得られました。感謝いたします。
最後にこの研修において，準備等に関わったすべての方々と，この研修に参加する機会を与えて下
さった技術部・研究支援室・研究室の方々に深くお礼申し上げます。
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